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週 末 を 彩 る「 サ タ フ ラ 」 １ ０ 年
　７月 15 日から毎週土曜日に開催されたフラの祭典「サタデー
フラ（サタフラ）」が、8 月 26 日に最終日を迎えました。サタ
フラはハワイの伝統航海カヌー「ホクレア号」が周防大島に寄
港したのを機にはじまり今年で 10 周年。南国ムードいっぱい
の会場は好評で参加者は年々増加し、今年は全国から約 130
チーム、3,500 人ものダンサーが集い「瀬戸内のハワイ」を
彩りました。（写真は８月 26 日に片添ケ浜でフラを披露する、
今回初出場した周防大島高校「アロハフラ島高」の皆さん）
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企
業
誘
致
対
策
事
業　
　

２
８
１
万
８
千
円

　

町
内
に
し
ご
と
を
創
り
若
年
層
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
を
図
る
た
め
の
条
件
整
備
を
行
い
ま
す
。

定
住
促
進
対
策
事
業　
　
　
　

６
２
０
万
円

　

町
内
移
住
希
望
者
へ
「
住
」
お
よ
び
「
職
」

情
報
の
提
供
・
発
信
な
ら
び
に
仮
住
ま
い
に

よ
り
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
お
試
し
暮

ら
し
」
や
「
体
験
ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
移
住

希
望
者
の
定
住
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
「
起
業
の
島
の
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
」
を

実
施
し
、
起
業
の
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
起

業
支
援
を
行
い
ま
す
。

移
住
者
向
け
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

空
き
家
を
有
効
活
用
し
た
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
移
住
者
向
け
に
空
き
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
家
財
処
分
費
用
の
助
成
を
行
い

ま
す
。（
リ
フ
ォ
ー
ム
・
家
財
処
分
後
に
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業　

３
０
０
万
円

　

活
力
と
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
に
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
公
募

し
、
支
援
し
ま
す
。

集
落
支
援
員
事
業　
　
　

２
９
１
万
４
千
円

　

地
域
の
振
興
に
熱
意
と
関
心
が
あ
り
、
集

落
対
策
の
推
進
に
関
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見

を
有
し
た
人
材
を
集
落
支
援
員
と
し
て
受
け

入
れ
て
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

起
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
円

　

島
ス
ク
エ
ア
の
発
展
型
で
あ
る
「
起
業
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
行
う
人
材
育
成
事
業

を
支
援
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
７
２
万
５
千
円

　

地
域
力
の
維
持
強
化
を
図
る
た
め
、
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

離
島
高
校
生
修
学
支
援
費
補
助
金　

45
万
円

　

離
島
に
住
む
高
校
生
の
通
学
費
や
居
住
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　
　
　

　

町
民
が
積
極
的
に
町
政
運
営
に
参
画
す
る

仕
組
み
と
し
て
、
町
長
と
自
由
な
雰
囲
気
の
中

で
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
い
を
行
い
、
町
民
の

「
声
」
を
聴
く
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
す
。

周
防
大
島
高
校
を
支
援
す
る
会
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
７
８
万
２
千
円

　

周
防
大
島
高
校
の
寮
費
一
部
助
成
、
学
習

合
宿
お
よ
び
通
信
学
習
費
用
の
助
成
な
ど
、

学
校
の
魅
力
化
を
図
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

空
家
対
策
ロ
ー
ン
利
子
補
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

空
き
家
の
放
置
を
防
ぐ
た
め
に
、
所
有
者

等
が
金
融
機
関
に
よ
る
空
家
対
策
ロ
ー
ン
を

借
り
入
れ
た
場
合
、
利
息
（
保
証
料
を
含
む
）

を
補
て
ん
し
ま
す
。

空
家
有
効
活
用
事
業　

１
５
２
２
万
６
千
円

　

町
が
個
人
等
の
所
有
す
る
空
き
家
を
借
り

上
げ
、
居
住
可
能
な
改
修
を
施
し
、
町
内
へ

の
定
住
を
希
望
す
る
方
へ
貸
し
出
す
こ
と
で

定
住
を
促
進
し
、
併
せ
て
空
き
家
の
荒
廃
を

防
ぎ
生
活
環
境
の
維
持
を
行
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
福
祉
事
務
所
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
２
６
１
８
万
円

　

身
近
な
地
域
で
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
周
防
大
島
町
福
祉

事
務
所
を
設
置
し
、
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
政
策
企
画
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

◆
総
務
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

　

◆
福
祉
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

　

◆
総
合
支
所
関
係

▲体験ツアーでの空き家見学の様子

平成 29 年度　主要事業

ま ち 予 算 

⑤ 次世代に素敵な未来を約束する町

の
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ス
ポ
ー
ツ
観
光
誘
致
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
４
万
２
千
円

　

西
日
本
３
大
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
を
目
指
し
て

本
町
の
知
名
度
を
高
め
、
地
域
振
興
の
推
進

に
寄
与
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

海
域
保
全
管
理
事
業　
　
　
　
　
　

72
万
円

　

ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
群
生
地
や
周
辺
海
域

の
保
全
・
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

浮
島
地
区
海
底
送
水
管
布
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
０
０
万
円

　

浮
島
地
区
の
慢
性
的
な
水
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
海
底
送
水
管
布
設
事
業

に
係
る
島
内
の
施
設
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

　
東
和
総
合
支
所
・
教
育
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
５
３
７
万
５
千
円

　

東
和
総
合
支
所
と
教
育
委
員
会
の
庁
舎
と

し
て
、
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
そ
ば
に
庁
舎
を

建
設
し
ま
す
。

周
防
大
島
高
等
学
校
通
学
支
援
費
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
０
万
円

　

周
防
大
島
高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒
の

通
学
費
の
一
部
を
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

給
付
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
等
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
１
６
０
万
９
千
円

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
を
改
修
す

る
と
共
に
、
図
書
館
お
よ
び
児
童
閲
覧
室
の

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
改
修
し
ま
す
。

図
書
館
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
２
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
原
資
と
し
た
基

金
を
活
用
し
、
図
書
館
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム

を
更
新
し
て
、
引
き
続
き
図
書
館
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

文
化
振
興
事
業
補
助
金　
　
　

１
０
０
万
円

　

文
化
活
動
に
よ
る
町
づ
く
り
を
行
う
事
業

を
公
募
し
、
支
援
し
ま
す
。

　

◆
水
道
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

　

◆
商
工
観
光
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

　

◆
農
林
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　

◆
社
会
教
育
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

▲昨年のサザンセトロングライドの様子

　

◆
教
育
委
員
会
総
務
課
関
係

　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

　山口県が進める「サイクル県やまぐちプロジェクト」の取組の一環として、
このほどグリーンステイながうらが「サイクルステーション」として認定され、
有料で自転車を貸し出すレンタサイクルを開始しました。

　貸し出す自転車は電動アシスト自転車、マウンテンバイク、本格的なロード
バイクなど品揃えは豊富で、気軽にサイクリングが楽しめるとあって人気も
上々。また、応急的な修理ができる設備などもあり、サイクリストたちの拠点
として期待されます。

■問い合わせ　グリーンステイながうら　☎０８２０（７９）００２１

▲空調設備などが改修される橘総合センター

～ 潮 風 薫 る 周 防 大 島 路 を 自 転 車 で ～
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地区名 氏　名
久賀地区 福田俊勝、松田　博、秋山　實

椋野地区 濵田友二

三蒲地区 岡原　豊、岡村淳史

小松地区 河村常和

屋代地区 河杉龍二、松本康男

沖浦地区 河元秀雄、河久保武史

安下庄地区 國次康彦、山本和男

秋地区 東谷邦夫

日良居地区 舩井輝雄、山田吉之

白木地区 山本専人、青木長久

森野地区 中口　進

和田地区 石﨑宇授彦

油田地区 中本一由

　

近
年
、
農
業
の
担
い
手
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
放
棄

地
や
不
作
付
地
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
遊
休
農
地
が
増
加
し
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
防
風
林

等
の
雑
草
木
が
繁
茂
し
た
土
地

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
周
辺
に
耕
作
中
の
農

地
や
住
宅
地
が
あ
る
場
合
は
、

病
害
虫
の
発
生
・
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
・
交
通
の
妨
げ
な
ど
、
農

作
物
や
周
辺
住
民
の
生
活
に
悪

影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、
周

辺
環
境
に
対
す
る
配
慮
が
必
要

で
す
。

　

所
有
者
・
管
理
者
の
方
に
お

き
ま
し
て
は
、
周
辺
農
地
や
住

民
の
方
に
迷
惑
が
及
ば
な
い
よ

う
に
、
雑
草
木
等
の
除
草
・
伐

採
（
陰
切
り
）
な
ど
適
正
な
管

理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
ま
し
た

　

イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
有
害

鳥
獣
の
被
害
拡
大
を
防
ご
う
と
、
町

で
は
こ
の
ほ
ど
「
有
害
鳥
獣
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
を
結
成
し
、8
月
17
日
、

役
場
久
賀
庁
舎
前
に
お
い
て
出
発
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
猟
友
会
の
６

人
で
構
成
さ
れ
、
新
た
に
配
備
し
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
週

2
回
、
被
害
状
況
や
わ
な
の
架
設
状

況
・
出
没
地
点
の
確
認
を
見
回
る
ほ

か
、
出
没
や
目
撃
情
報
に
対
し
て
現

場
に
急
行
し
た
り
、
わ
な
を
設
置
し

た
り
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
出
発

式
で
椎
木
町
長
は
「
捕
獲
・
防
御
・

棲
み
分
け
な
ど
徹
底
的
な
対
策
が
必

要
。
目
に
見
え
る
形
で
効
果
が
現
れ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
、
隊
長

の
木
村
栄
司
猟
友
会
会
長
も
「
被
害

を
1
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
で
は
平
成
28
年
度
の

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
額
は
約

２
６
７
０
万
円
に
上
り
、
そ
の
う
ち

約
１
８
０
０
万
円
が
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
も
の
。
捕
獲
頭
数
も
同
年
度
だ
け

で
２
２
４
３
頭
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
本
年
４
月
に
農
林
課
に
有

害
鳥
獣
対
策
班
を
設
置
し
、
体
制
を

強
化
し
て
防
護
柵
の
補
助
や
捕
獲
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

昨
年
度
は
モ
デ
ル
的
な
取
組
と
し

て
、
人
と
イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
分
け
を

狙
い
久
保
河
内
地
区
に
お
い
て
、
防

護
柵
で
居
住
地
域
へ
の
直
接
侵
入
を

防
ぐ
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
情
報
・
相
談

は
引
き
続
き
農
林
課
☎
０
８
２
０

（
７
９
）
１
０
０
２
ま
で

　

平
成
28
年
度
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の

利
用
集
積
、
遊
休
農
地
対
策
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農

地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
り
組
む
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
人
の
う
ち
か
ら
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
に
は
、
各
地
区
の
候
補
者
21
人
に
委
嘱
状
の
交
付

を
行
い
、
農
業
委
員
と
共
に
管
内
す
べ
て
の
農
地
の
利
用
状
況

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
相
談
活
動
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
農
地

の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
農
業
委
員
会
や
地
区
の
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

耕
作
を
放
棄
し
た
農
地

等
の
管
理
に
つ
い
て

～
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

（敬称略）

▲棲み分けを狙い設置された防護柵
（久賀・久保河内地区）

▲パトロール隊の結成・出発式

◆
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
農
業
委
員
会

（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２



5 広報すおう大島 平成 29 年 ( 2017 年 )9 月号

に
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

○
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た

り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
猫
の
健
康
や

安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
屋

内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
迷
い
猫
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
名
札

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

９
月
１
日
～
10
月
31
日
は

「
動
物
の
飼
い
方
マ
ナ
ー 

ア
ッ
プ
強
化
期
間
」

９
月
20
日
～
26
日
は
　

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す

　

気
づ
か
な
い
う
ち
に
ご
近
所
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
、
夜
間
に
犬
を
放
す
こ
と
に

よ
り
近
隣
住
民
の
敷
地
に
フ
ン
を
し

て
い
る
な
ど
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
周
り
へ

配
慮
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。
み
ん
な
が
動
物
好
き
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

◇
散
歩
中
は
、
必
ず
リ
ー
ド
等
に
つ

な
ぎ
、
フ
ン
を
し
た
ら
袋
な
ど
に
入

れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇
飼
養
施
設
を
常
に
清
潔
に
し
て
、

周
辺
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、「
登
録
」

と
毎
年
１
回
の「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
飼
主
や

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。

◇
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首
輪

　

周
防
大
島
町
共
同
墓
地　
『
つ
つ
じ
墓
園
』
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
許
可
申
請
が
必
要

で
す
。
使
用
許
可
申
請
を
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
者
の
資
格　
　

　

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

（
２
）
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者

（
３
）
町
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
者

※
町
外
居
住
の
場
合
は
、
管
理
人
の
選
任
が
必
要
で
す
。

■
所
在
地
お
よ
び
使
用
料

○
所
在
地

　

周
防
大
島
町
大
字
西
三
蒲
１
２
６
７
番
地
１

○
墓
所
の
面
積　
　
　
　

　

１
区
画　

　

約
１
・
５
ｍ
×
１
・
５
ｍ
（
縁
石
を
含
む
）

○
使
用
料
（
永
代
）　　

　

18
万
円
（
１
区
画
）

○
管
理
料
（
永
代
）　　
　

　

２
万
円
（
１
区
画
）

※
許
可
の
際
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
方
法　
　
　
　
　

　

各
総
合
支
所
・
生
活
衛
生
課
に
備
え
付
け
の

墓
所
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
注
意

　

町
で
は
、
石
材
業
者
の
指
定
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
石
材
業
者
等
に
よ
る
申
し
込
み
代

行
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０

つ
つ
じ
墓
園
使
用
の
ご
案
内

野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　

無
秩
序
な
野
良
猫
へ
の
エ
サ
や

り
行
為
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、
ノ
ミ

の
発
生
や
悪
臭
等
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

時
的
な
感
情
で
野
良
猫
に
エ
サ
を

与
え
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０
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　今回は「その他プラスチック」（略して「他プラ」と言うよ。）についてだよ。
先月号でお話しした「容プラ」には、リサイクルプラマークがついているけど、商品そ
のものがプラスチックでできているものには、リサイクルプラマークはついていないよ。
プラスチック製のおもちゃやバケツ、歯ブラシなどがそれにあたるね。周防大島町では、
それらを「他プラ」に分別するよ。それと、ゴム製品（長靴、ボールなど）やビニール
製品（雨合羽、ビニールシートなど）、発泡スチロールなども「他プラ」だよ。様々なも
のが「他プラ」に分別されるから、「ごみ分別の手引き」でよく確認してね。それでも分
からないときは、遠慮なく役場生活衛生課に聞いてね。
　「他プラ」をごみ収集ステーションに出すときは、町指定の「プラスチックごみ専用袋」（無色透明で緑
色の文字・ビニール製）に入れてね。袋には必ず名前を書かないといけないよ。
　「他プラ」の中にもリサイクルできるものがあって、周防大島町環境センターでは、みんなから集めた「他
プラ」も手作業でさらに細かく分別してリサイクルできるものは業者へ引き渡しているんだ。
　まさに、「分ければ資源、混ぜればごみ」なんだね。

ごみの出し方講座 「 そ の 他 プ ラ ス チ ッ ク 」
みかんちゃんの

■問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

●「リサイクルプラマーク」がついてないプラスチック製品、ゴム製品、発泡スチロー
　ルなどが「他プラ」。
●「ごみ分別の手引き」を見て、よく確認すること。それでもわからないときは、　
　生活衛生課へ電話して聞いてみよう。

今回のポイント！

「 み か ん ち ゃ ん 」 は、
周防大島町の３Ｒ推進
マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク
ターです。

【お答え】　法律や命令によって戸籍の様式などが変更された場合、これまでの戸籍を新しい戸籍の様式に書
き替えます。このことを「戸籍を改製する」といい、改製する前の戸籍を「改製原戸籍」といいます。例えば、
終戦後に民法等が改正され戸籍編成の単位が「家」から「夫婦とその子ども」となって戸籍が改製されま
した（昭和改製原戸籍）。
　また、周防大島町では平成１６年に戸籍をコンピュータ化して改製しました（平成改製原戸籍）。
　なお、戸籍を改製する時には、既に死亡や婚姻などで除籍されている方は次の戸籍に記載しないことに
なっています。そのため、親子関係や死亡の事実を証明するためには「改製原戸籍謄本」が必要となる場
合があります。

こ ん な と き ど う す る の？ ど う な る の？ ③

■問い合わせ　久賀総合支所（７９）１０００
　　　　　　　大島総合支所（７４）１００１
　　　　　　　東和総合支所（７８）１１１０
　　　　　　　橘 総 合 支 所 （７７）５５００

　財産の相続手続きの必要書類として金融機関などで「改製原戸籍謄
本」と説明され、聞きなれない言葉に戸惑ってしまうことがあります。

【ご質問】　「改
かいせい

製原
げ ん こ せ き

戸籍」（一般に「かいせいは
・ ・

らこせき」と呼んでいます）とは何ですか。

１０月は「３Ｒ推進月間」です
Recycle（リサイクル）

再資源化
（資源に戻す）

Reuse（リユース）
再使用

（何度も使う）

Reduce（リデュース）
廃棄物の抑制

（ごみを減らす）
３Ｒとは？
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違反対象物の公表制度が始まります
　この制度は、重大な消防法令違反のある危険な建物の情報を柳井地区広域消防組合のホームページで公表し、
住民の方が安心して建物を利用できるようにする制度です。

対象は…　店舗、ホテルなど不特定多数の方が利用する建物や病院、福祉施設などの一人で避難することが難
　　　　しい方が利用する建物で、消防法令等で義務付けられた消防設備（屋内消火栓設備、スプリンクラー
　　　　設備または自動火災報知設備）が設置されていない建物を公表します。

時期　平成 30 年 4 月 1 日から開始します。
問い合わせ　柳井地区広域消防本部予防課指導係　☎０８２０（２３）７７７４

安
心
の
あ
る
ま
ち

〇
戸
別
受
信
機
の
電
池
切
れ

　

戸
別
受
信
機
に
は
停
電
を
想
定
し
て
、
乾

電
池
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
の
残
量
が
少
な
く
な
る
と
、
放
送

終
了
後
に
赤
色
の
表
示
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、

「
プ
ッ
、
プ
ッ
、
プ
ッ
」
と
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

　

災
害
時
の
停
電
で
避
難
情
報
を
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
で
避
難
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
電
池
切
れ
を
確

実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
赤
ラ
ン
プ
の

点
滅
と
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

〇
音
を
止
め
る

　

緊
急
解
除
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
一
時
的
に

警
告
音
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
送
を
受
信
す
る
と
再
び
警
告
音
が
鳴
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

中央の「ＯＰＥＮ」の部分
を強く押して左へスライド
させます。

単２の電池（アルカリ電池
推奨）が４本必要です。

防

災

行

政

無

線

〇
電
池
の
交
換
方
法

　

受
信
機
の
右
側
面
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、

前
面
の
ふ
た
を
開
け
ま
す
。

　

電
池
の
交
換
が
終
わ
っ
た
ら
元
に
戻

し
、
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
て
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
す
。
赤
色
の
ラ
ン
プ

が
消
え
て
緑
色
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て

い
れ
ば
電
池
交
換
の
終
了
で
す
。

点滅

押すと一時的に音が止まります

▪
農
協
放
送
に
つ
い
て

　

農
家
組
合
員
の
方
を
対
象
に
、
農
協
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
農

協
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
受
信
を
止
め
た
い

場
合
は
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
【
☎
（
７
２
）

０
１
０
０
】
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▪
大
島
地
区
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ

イ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

朝
６
時
の
時
報
を
停
止
し
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、

大
島
地
区
に
放
送
し
て
い
る
「
朝
６
時
の
時

報
」
に
つ
い
て
、
近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
停
止

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
島
地
区
の
行
政
連
絡
員
集
会

等
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

継
続
希
望
の
ご
意
見
等
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
朝
６
時
の
時
報
と
し
て
放
送
し

て
い
る
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
」
は
10

月
１
日
か
ら
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
時
間
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

チ
ャ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
放
送

い
た
し
ま
す
。

町
職
員
の
異
動

（
８
月
31
日
付
）

【
退
職
】

下
水
道
課　

西
山
洋
一

♬
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広
が
れ
！
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ

　

～
ア
イ
コ
ト
バ
は
「
ち
ょ
び
塩
！
」

　

皆
さ
ん
は
、
地
元
が
誇
る
兄
妹
ユ
ニ
ッ
ト

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
「
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
」

が
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
歌
う
「
ち
ょ
び
塩
ソ
ン

グ
」
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

こ
の
「
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ
」
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
減
塩
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一

緒
に
広
げ
て
い
く
た
め
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と

し
て
平
成
25
年
に
制
作
し
、
保
育
園
や
学
校
、

サ
ー
ク
ル
、
商
店
、
イ
ベ
ン
ト
、
保
健
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
に

「
ち
ょ
び
塩
に
親
し
ん
で
欲
し
い
！
」
と
の
願

い
を
込
め
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

歌
詞
に
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
塩
減
ら
し
て
、

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
ー
す
」
と
あ
る
よ
う

に
、
自
然
豊
か
な
大
島
で
と
れ
る
季
節
の
野

菜
や
魚
な
ど
、
素
材
本
来
の
お
い
し
さ
を
知

る
た
め
に
も
、
ち
ょ
び
っ
と
の
塩
で
味
付
け

し
、
う
ま
み
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
こ
ろ
を
育
み
、

味
覚
を
育
て
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を
守
り

ま
せ
ん
か
？

　

10
月
15
日
に
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
第
6
回
町
民
健
康
福
祉
大
会
で
も
披
露
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ
」
同
様
、
ち
ょ
び
塩

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
「
ち
ょ
び

塩
の
日
」
を
掲
げ
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ズ
バ
リ
！
「
ち
ょ
び

塩
の
日
」
は
毎
月
何
日
で
し
ょ
う
？
（
答

え
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～ 

54

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

　

沖
浦
地
区
で
は
、
毎
年
夏
休
み
を
利
用
し
て
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
を
対
象
に
、「
お
や
こ
料
理
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
大
賑
わ

い
で
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
小
学
１
年
生
の
頃
か
ら
毎
年
皆
勤
賞

で
参
加
を
し
て
く
れ
た
６
年
生
が
３
名
も
お
り
、
今
年
が
最

後
と
い
う
こ
と
で
一
言
ず
つ
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
こ
の
料
理
教
室
に
参
加
し
た
お
か
け
で
家
で
の
手
伝
い

や
学
校
で
の
調
理
実
習
に
活
か
せ
た
」「
毎
年
夏
休
み
の
楽
し

み
に
し
て
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿

司
は
、
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸
命
盛
り
付
け
を
し
、

立
派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
食
事
の
際
も「
お
い
し
い
」「
苦

手
な
野
菜
も
食
べ
ら
れ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
大
島
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

幸
子

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

や
ま
ぐ
ち
ふ
る
さ
と
大
使
マ
ウ
ン
テ
ン

マ
ウ
ス
ま
あ
ち
ゃ
ん
で
す
！

　

周
防
大
島
町
が
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
曲
を
広
め
る
事

に
関
わ
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
！

　

８
月
で
子
育
て
も
一
年
経
ち
、
改
め
て

食
事
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
大
好
き
な
音

楽
で
ち
ょ
び
塩
を
広
め
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
！

　

感
謝
あ
り
が
と
う
幸
せ
の
連
鎖
！

★
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
か
ら
の

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
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　胃がんは、がんの中で日本人に最も多いがんで、男性は 9 人に 1 人、女性は 18 人に 1 人が一生のうち
に胃がんと診断されています。しかし、がんによる死亡原因の第 1 位は肺がんであることから、胃がんは
治る確率が高いがんであることが分かります。早期に見つかれば 98％が完治可能ですが、進行した状態で
見つかると 5 年生存率は 7.3％（ステージ 4）と急激に下がるため、早期で発見するためには、毎年検診を
受けることが重要です。
　町で行っている胃がん検診は、バリウムを飲んで写真を撮るレントゲン検査で、胃がんの他に、ポリープ
や胃・十二指腸潰瘍なども発見することができます。受けない理由として「バリウムが苦手」という方が
多いですが、現在のバリウムは、ストロベリー系の香りがついており飲みやすく、量も小さい缶コーヒー 1
本（190ml）程度と少なくなっています。
　がんの発生には、生活習慣が深く関わっています。「食塩や塩蔵品を控える、野菜や果物を食べる、熱い
食べ物や飲み物は少し冷ましてからとる」等生活習慣の改善によって、胃がんや食道がんのリスクを減らす
ことができます。がんは、誰でもなる可能性がある身近な病気です。生活習慣を見直し、健康的な生活を送
りながら、年 1 回はがん検診を受診しましょう。

＊申し込みされていない方も当日会場にお越しいただければ検診を受けることができます。日程は、広報の
　健康カレンダーやホームページまたは各総合支所・出張所にある日程表でご確認ください。

【対象】町内に住民票を有する 40 歳以上の方
【内容】胃部レントゲン検査（受付 7:00 ～ 9:00）
　　　　※前日の 20 時までに夕食を済ませ、22 時から翌日の検査まではお茶、水も飲まないでください。

【料金】69 歳以下 1,200 円　70 歳以上 600 円

■問い合わせ　健康増進課 健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４

生活習慣病予防教室「健康アップ教室」のご案内

　健康増進課では、9 月から 3 カ月
コースで『体験型』生活習慣病予防
教室を開催します。
　この教室は、調理実習や色々な運
動体験を通して生活習慣の改善方法

（食生活・運動）を『楽しく学ぶ』こ
とができる教室です。ご家族やお友
達との参加も大歓迎です。たくさん
の方の参加をお待ちしています。

■対象　生活習慣病予防に関心があ
　　　　る 40 歳から 74 歳までの方
　　　　（医師から運動を禁止されてい
　　　　ない方）
■場所　たちばなケアプラザ 
■参加料　無料。ただし、調理実習
　　　の時は材料費 200 円とお米　
　　　0.5 合持参してください。

日　時 内　容

1
  9 月 29 日㈮
13:30 ～ 15:00

からだ年齢（ボディバランス）をチェックしてみよう
血管年齢、体組成、体力測定

2
10 月    6 日㈮
13:30 ～ 15:00

栄養①「クイズ形式で楽しく学ぶ 食生活改善ポイント」
ご飯計量体験

3
10 月 20 日㈮
13:30 ～ 15:00

運動① 軽くカラダを動かしてみよう・歩いてみよう

4
11 月   2 日㈭
10:30 ～ 12:30

栄養②ランチ実習（調理実習）
「野菜たっぷり！ちょび塩ランチ」みそ汁塩分濃度測定

5
11 月 17 日㈮
13:30 ～ 15:00

運動②「楽しくカラダを動かそう」
～自宅でできる簡単ストレッチ～
講師：周防大島町立橘病院　松村忠明 理学療法士

6
12 月   1 日㈮
10:30 ～ 12:30

栄養③ランチ実習（調理実習）
「早い！簡単！おいしい！あっという間のスピード料理」

7
12 月 15 日㈮
13:30 ～ 15:00

運動③「楽しくカラダを動かそう」
～自宅でできる筋力運動～
講師：周防大島町立橘病院　松村忠明 理学療法士

胃 が ん 検 診 が 始 ま り ま す

■申し込み　9 月 22 日㈮までに健康増進課健康づくり班☎０８２０（７３）５５０４までお申し込みください。
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や な い 警 察 署
だ
よ
り

秋の全国交通安全運動に参加しよう

【期間】９月２１日㈭から９月３０日㈯までの１０日間
　　　  ９月３０日㈯は、交通事故死ゼロを目指す日

【運動の重点】
○子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
　　～子供や高齢者の側を通るときは、徐行しましょう
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　　～夜間の外出時、歩行者は明るい服を着用し、自転車は前照灯をつけ、目立つようにしましょう。
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　～車に乗ったら全席シートベルトとチャイルドシートを正しく着用しましょう。
○飲酒運転の根絶
　　～「飲んだら乗らない　乗るなら飲まない　飲ませない」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。
○反射材・ハイビーム活用の推進（県重点）
　　～反射材とハイビームを効果的に活用しましょう。
○スピードダウンの推進（県重点）
　　～スピードの出し過ぎは危険です。安全速度で運転しましょう。

■問い合わせ
サザンセト・ロングライド in やまぐち実行委員会
事務局　㈱ JTB 中国四国徳山支店
　　　　　　　　　　　　　☎ 0834（22）0808
地元事務局　柳井商工会議所　
　　　　　　　　　　　   　 ☎ 0820（22）3731

場所名 先頭到着予定 後方出発予定
柳井ウェルネスパーク 06：15 07：00

むくのパーク（椋野漁港） 07：03 08：45
なぎさパーク（陸奥記念館） 08：13 10：45
橘ウインドパーク 09：11 12：25
伊保庄マリンパーク 10：24 14：40

道の駅上関海峡 11：10 16：00

柳井ウェルネスパーク 12：09 17：50

開催日　10 月１日㈰
コース　柳井市・周防大島町・平生町・上関町・
　　　　田布施町を巡るコース（距離  152 ㎞）
スタート＆フィニッシュ     柳井ウェルネスパーク

『2017 サザンセト・ロングライド
　　　 in やまぐち 』を開催します

■通過予定時刻

　この大会は、タイムを競うレースではなく、制限時
間内に自転車で風光明媚なサザンセト地域の景観を楽
しみながら走行するサイクリングイベントです。
　大会当日は交通混雑が予想されます。安全対策のた
め、コースおよび各所に警備員・誘導員を配置いたし
ますので、ご不便・ご迷惑をおかけいたしますが、現
場での指示にご協力の程よろしくお願い申し上げます。

夜間の歩行
は反射材を
忘れずに！

■問い合わせ　
　周防大島幹部交番    ☎０８２０（７２）０１１０
　柳井警察署 　☎０８２０（２３）０１１０

2017
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周 防 大 島 の 文 化 財
21

木造薬師如来立像（浄西寺・油宇）

　ヒノキ材の一木造りで、頭・躰部・両腕の手首、蓮台の模様部分を含めて竪一材から

彫り出している。八角形の基台とは枘
ほぞ

で連結している。その基台の底には、墨書きで「慶

長十三年戊甲弥生吉日／佛師山月坊／建立藤原朝臣神藤道慶本願／石崎善兵衛丞／文安

二年二月十一日乙丑／旹弘治参丁巳九月吉日藤原氏各敬白／再色旦那各々本命元辰星斗」

と記されている。終わりの 3 行がもともとあった銘で、初めの 4 行は後に追記された銘

と思われる。制作年代が記されているのは珍しく、墨書からは本像が制作され

た年月日が文安 2 年（1445 年）2 月 11 日であること、弘治 3 年（1557 年）

9 月に再彩色が行われたことがわかる。

　仏像の特徴をみると、頭部の盛り上がりの肉
に っ け い

髻は低く、比較的大粒の切子型

の螺
ら ほ つ

髪が刻まれている。目は木を直接彫り込んだ彫眼で、耳たぶは貫通している。

両腕はひじを曲げて前方に突き出しているが、左右とも手首から先が欠けてい

る。両肩を覆う衲
の う え

衣をまとい、足先をわずかに開いて蓮
れ ん だ い

台上に立っている。

　先述の基台にある銘文の筆跡も室町時代のものと思われ、地髪とほとんど段差のない低い肉髻、大粒な螺髪、

面長の四角張った顔、膝下に多少の変化を表すことが形式化した衣の形などからも室町時代の彫刻の特色を今日

に伝えている。素朴な作風であるが、制作の時代を明らかにする墨書銘があり、その地域で厚い信仰の対象とし

て守られてきた歴史もうかがい知ることができ、資料的に価値が高いものと言える。

　《周防大島町文化財保護審議会委員　菊本　雅喜》

　

一
緒
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
少
し

変
わ
っ
た
趣
味
を
持
っ
て
い
る
友
人
が

い
ま
す
。
彼
女
は
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場

所
に
出
か
け
る
と
、
道
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
気
に
入
っ
た
も
の
を

写
真
に
収
め
る
の
で
す
。
今
ま
で
は
何
か

描
か
れ
て
い
る
か
な
ど
気
に
も
留
め
な

か
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
で
し
た
が
、
私
も
彼

女
の
影
響
で
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

気
に
し
て
見
る
と
マ
ン
ホ
ー
ル
は
そ
の

地
域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
面

白
い
手
段
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
そ
の
土
地
な
ら
で

は
の
名
所
や
名
品
、
花
、
歴
史
に
関
わ
る

こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
い
て
、
郷
土
色
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、「
マ

ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」
と
い
う
も
の
を
発
行

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
全
国
１
９
１
自

治
体
２
２
２
種
も
の
カ
ー
ド
が
あ
る
そ

う
で
す
。
カ
ー
ド
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
の
写
真
と
設
置
位
置
の
座
標
デ
ー

タ
、
デ
ザ
イ
ン
の
由
来
と
ご
当
地
情
報
が

載
っ
て
い
て
各
地
の
役
所
や
下
水
道
事

務
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
土

地
を
訪
れ
な
け
れ
ば
手
に
入
ら
ず
、
数
量

も
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
別
感
が

あ
っ
て
な
か
な
か
の
盛
り
上
り
を
見
せ

て
い
る
様
子
で
す
。

　

周
防
大
島
の
マ
ン
ホ
ー
ル
も
探
し
て

み
る
と
島
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
出
か
け
た
先
で

見
て
み
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
海
そ
う
じ
は
10
月
28
日
㈯
午

後
５
時
か
ら
長
浜
の
海
岸
で
行
い
ま
す
。

島
時
々
半
島
ツ
ア
ー
の
参
加
者
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
お
話
し
し
な
が
ら
ゴ
ミ

拾
い
し
ま
せ
ん
か
？

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲橘で見つけた周防大島らしいマンホール

20
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周
防
大
島
町
出
身
の
民
俗
学
者
、
宮

本
常
一
（
１
９
０
７
‐
１
９
８
１
）
の

生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
８
月
１
日
、
東
和
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
周
防
大
島
郷
土
大
学

の
特
別
講
義
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
寺
尾
紗
穂
さ
ん
に
よ
る

わ
ら
べ
歌
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
民
俗
学
者

の
赤
坂
憲
雄
さ
ん
と
の
対
談
が
あ
り
、

お
昼
に
は
食
文
化
の
体
験
会
と
し
て
、

地
元
で
郷
土
食
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
か
い
も
ち
な
ど
の
お
接
待
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
小
中
学
生
に
よ
る

地
域
学
習
の
発
表
が
行
わ
れ
、
宮
本

が
故
郷
を
撮
影
し
た
写
真
を
題
材
に
、

人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
現
在
の
様
子

な
ど
を
研
究
し
た
成
果
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
「
宮
本
常
一
の
現
在
地
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
の
須

藤
護
さ
ん
、
赤
坂
憲
雄
さ
ん
、
東
京
文

化
財
研
究
所
の
今
石
み
ぎ
わ
さ
ん
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は

周
防
大
島
郷
土
大
学
の
新
山
玄
雄
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
中
国
新
聞
社
論
説
主
幹
の
佐
田
尾
信
作
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
、
宮
本
常
一
の
現
代
的
な
意
義
に
つ
い
て
討
議
し
、
宮
本
が
描
く
地
域
の

つ
な
が
り
を
も
と
に
し
た
共
同
の
営
み
の
大
切
さ
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
約
２
６
０
人
が
参
加
さ
れ
、
町
外
か
ら
参
加
し
た
女
性

は
「
話
を
聞
い
て
力
を
も
ら
っ
た
。
地
元
で
の
文
化
活
動
の
糧
に
な
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

宮本常一   生誕 110 周年シンポジウムを開催

日見岩戸神舞   本神楽で６時間超の舞
　

町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
日
見
岩
戸

神
舞
」
が
７
月
30
日
、
志
佐
の
新
宮
神
社
で
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
「
十
六
の
舞
」
す
べ
て
を
舞
う
、
４
年
に
1

度
の
本
神
楽
の
年
に
あ
た
り
、
朝
11
時
か
ら
始
ま
っ
た

舞
台
は
夕
方
５
時
過
ぎ
に
ま
で
お
よ
び
ま
し
た
。

　

神
舞
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
日
見
岩
戸
神
舞
保
存
会

の
皆
さ
ん
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
33
名
が
所
属
。

こ
の
日
は
大
変
な
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
烏え

ぼ

し
帽
子
に

直ひ
た
た
れ垂（
相
撲
の
行
司
の
よ
う
な
装
い
）の
衣
装
を
着
た
り
、

鬼
な
ど
に
扮
す
る
な
ど
し
て
笛
や
太
鼓
の
拍
子
に
合
わ

せ
、
伝
統
の
舞
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
、
伝

統
の
舞
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
天
の
岩
戸
開
き
の
舞
」
は
日
見
、
横
見
の
秋
祭
り

で
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲神舞のクライマックス「天の岩戸開きの舞」

▲パネルディスカッションの様子 ▲小学生の発表の様子
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豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く  

び
い

な
す
」（
全
長
１
８
３
・
４
メ
ー
ト
ル
、

２
万
６
５
９
４
ト
ン
）
が
8
月
9
日
、

昨
年
に
引
き
続
き
周
防
大
島
町
に
寄
港

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
戸
港
発
着
３
泊
４
日
の

船
旅
で
、
本
町
を
経
由
し
鹿
児
島
県
の

屋
久
島
ま
で
周
遊
す
る
も
の
で
、
乗
客

約
５
０
０
人
を
乗
せ
片
添
ヶ
浜
の
沖
合

約
１
㎞
に
入
港
。
通
船
で
上
陸
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
や
み
か
ん

ゼ
リ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
フ
ラ

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
乗

客
の
皆
さ
ん
は
、
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ

り
町
内
や
柳
井
市
な
ど
を
観
光
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ノ
フ
ァ
２
選
手  

役
場
を
訪
問

ぱしふぃっく びいなす 再び

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
レ
ノ
フ
ァ
山
口
所
属
で
周
防
大
島

町
の
ご
当
地
選
手
と
な
っ
た
、
Ｆ
Ｗ
大
石
治
寿
選
手

と
Ｇ
Ｋ
吉
満
大
介
選
手
が
８
月
7
日
、
役
場
大
島
庁

舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
来
島
さ
れ
た
お
二
人
に
椎
木
町
長
は
改
め

て
町
の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
。
大
石
選
手
は
「
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」、
吉
満
選

手
も
「
全
国
の
皆
さ
ん
に
周
防
大
島
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
椎
木
町

長
は
Ｐ
Ｒ
大
使
を
務
め
る
お
二
人
に
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

を
贈
り
「
ぜ
ひ
上
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
。
周
防

大
島
か
ら
応
援
し
て
い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

▶
沖
合
い
に
停
泊
す
る
客
船
を
背
に
行
わ

れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
フ
ラ
イ
ベ
ン
ト

　

1
日
の
農
作
業
や
仕
事
の
仕
上
げ
に

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
よ
う
と
、こ
の
夏
初
め
て
「
夕

焼
け
ラ
ジ
オ
体
操
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ

ラ
ダ
健
究
会
が
主
催
（
町
教
育
委
員
会

後
援
）
し
た
も
の
で
、
夏
休
み
期
間
中

の
お
盆
を
除
く
毎
週
月
曜
日
に
夕
方
６

時
か
ら
役
場
大
島
庁
舎
前
の
広
場
を
会

場
に
実
施
。
仕
事
帰
り
の
方
や
役
場
の

職
員
、
近
所
の
小
学
生
ら
多
く
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
毎
夏
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ

る
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

よ
り
多
く
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

夕方の体操でリフレッシュう
ま
い
具
合
に
動
く
か
な
？

　

8
月
10
日
、
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
を
会
場

に
「
す
も
う
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」
と
題
し
て
、

親
子
発
明
工
作
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
実
験
や
工
作
を
通
し
て
考
え
る
力
や

創
造
す
る
力
を
育
て
よ
う
と
、
島
ス
ク
エ
ア
次
世

代
育
成
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
50
人
の
小

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
電
池
の
向
き
で
モ
ー
タ
ー
の
回
転

方
向
が
変
わ
る
こ
と
を
確
認
し
、
モ
ー
タ
ー
2
個
を

使
っ
て
し
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
配
線
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
完
成
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

器
用
に
操
作
し
て
い
ま
し
た
。

▶
椎
木
町
長
か
ら
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
右
が
大
石
選
手
、
左
が
吉
満
選
手
。

▶
外
の
空
気
を
吸
っ
て
思
い
き
り
体
を

動
か
し
ま
し
た

▶
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
く
作
業
し

ま
し
た
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お知らせ９月

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

調
理
師
も
し
く
は
調
理
員　

１
名
（
59
歳
以
下
、
性
別
不
問
）

■
勤
務
先

　

東
和
病
院

■
採
用
年
月
日

　

応
相
談

■
勤
務
内
容
等

　

給
食
調
理
業
務

■
受
付
期
間

　

随
時
（
※
状
況
に
よ
り
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
申
し
込
み
方
法

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も
し

く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法

　

面
接
試
験

■
そ
の
他

　

試
用
期
間
あ
り
（
６
カ
月
）。
試

用
期
間
中
そ
の
職
務
を
良
好
な
成

績
で
遂
行
し
た
と
き
に
正
職
員
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局　

総
務

部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
＆
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
空
き
家
対
策
セ

ミ
ナ
ー
お
よ
び
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
27
日
㈬

・
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
１
時
～
２
時

・
相
談
会　

午
後
２
時
～
３
時

■
場
所

　

柳
井
市
役
所
３
階
大
会
議
室

（
柳
井
市
南
町
１
‐
10
‐
２
）

■
内
容

・
セ
ミ
ナ
ー
講
師

　

司
法
書
士
、
税
理
士

・
相
談
会
相
談
員

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
相

　

続
登
記
等
相
談

　

税
理
士
に
よ
る
空
き
家
相
続
贈

　

与
税
等
相
談

　

宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る
空
き

　

家
の
売
却
、
賃
貸
等
相
談

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
会
場
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
役
所

募
集

　

建
設
部
都
市
計
画
・
建
築
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

行
政
書
士
が
行
う
無
料
電
話

相
談

■
日
時

　

10
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
方
法

　

無
料
電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
（
３
２
６
）
１
２
４

■
相
談
内
容

　

相
続
、
遺
言
、
自
動
車
、
建
設

業
、法
人
設
立
、契
約
、内
容
証
明
、

農
地
転
用
、
公
正
証
書
、
営
業
許

可
、
国
際
業
務
、
成
年
後
見
、
産

業
廃
棄
物
、
交
通
事
故
、
告
訴
状
、

著
作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
員

　

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
０
５
９

司
法
書
士
に
よ
る

法
の
日
無
料
法
律
相
談

■
日
時

　

10
月
３
日
㈫

　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

　

予
約
は
不
要
で
す
。

■
場
所

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
（
柳
井

市
柳
井
３
７
１
８
）

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
、
会
社
登
記
、
相

続
、
裁
判
手
続
、
債
務
整
理
、
成

年
後
見
等

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
司
法
書
士
会
岩
国
支
部

（
吉
弘
功
）

☎
０
８
２
０
（
２
４
）
１
３
０
０

無
料
法
律
相
談

■
日
時

　

10
月
12
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

（
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
ま
で
）

・
受
付
時
間
内
に
お
い
て
、
先
着

順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

・
電
話
等
に
よ
る
事
前
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ

る
場
合
は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
場
所

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
2
階
特
別

会
議
室（
岩
国
市
三
笠
町
1
‐
１
‐
１
）

■
相
談
内
容

　

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
等

の
法
律
上
の
問
題

■
相
談
担
当
者

　

山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国
地
区

会
）
所
属
の
弁
護
士

■
主
催

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
、

山
口
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山

相
談
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口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区
会

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

児
童
巡
回
相
談

■
日
時

　

10
月
23
日
㈪

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

■
相
談
内
容

　

18
歳
未
満
の
児
童
に
係
る
育
成

相
談
、
障
害
相
談
、
養
護
相
談
、

非
行
相
談
、
そ
の
他
児
童
養
育
上

困
っ
て
い
る
こ
と

■
相
談
員

　

岩
国
児
童
相
談
所　

児
童
福
祉

司
・
児
童
心
理
司

■
定
員

　

３
名　

※
要
予
約
・
先
着
順

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

集
団
健
診
・
休
日
健
診
に
つ

い
て

　

国
保
特
定
健
診
の
集
団
健
診
お

よ
び
休
日
個
別
健
診
を
実
施
し
ま

お知らせ９月

す
。
実
施
場
所
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
集
団
健
診
（
要
申
込
）

・
橘
会
場

　
〈
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
〉

　

10
月
１
日
㈰

　

午
前
７
時
～
10
時

・
東
和
会
場

　
〈
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
〉

　

10
月
22
日
㈰

　

午
前
７
時
～
10
時

・
久
賀
会
場

　
〈
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
〉

　

11
月
12
日
㈰

　

午
前
７
時
～
10
時

■
休
日
個
別
健
診
（
要
申
込
）

　

休
日
在
宅
当
番
医
療
機
関
に
て

実
施
し
ま
す
。

※
集
団
健
診
・
休
日
個
別
健
診
の

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
増

進
課
医
療
保
険
班
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
医
療
保
険
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

小
児
救
急
講
習
会

「
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会 

フ
ァ
ミ

リ
ー
＆
フ
レ
ン
ズ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
」

～
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
心

肺
蘇
生
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
～

■
日
時

　

10
月
７
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
（
平
野
）　

ふ
る
さ
と
研
修
室

■
定
員　

15
名
（
先
着
）

■
講
師

　

光
市
立
光
総
合
病
院

　

副
院
長　

竹
中
智
昭 

先
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

２
０
１
７
年
度
秋
募
集

・
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
、
開
発

途
上
国
の
人
々
と
と
も
に
生
活

し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
、
人
々

の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る
形
で

協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く
海
外

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

ま
た
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
、
幅
広
い
技
術
・
豊
な
経

験
を
活
か
し
て
、
開
発
途
上
国
の

人
々
と
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら

人
々
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る

形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

派
遣
国
・
派
遣
先
に
よ
っ
て
は

日
系
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

９
月
29
日
㈮
～
11
月
１
日
㈬

■
応
募
資
格

　

昭
和
52
年
11
月
２
日
～
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
シ
ニ
ア
は

昭
和
22
年
11
月
２
日
～
昭
和
52
年

11
月
１
日
生
ま
れ
）
で
日
本
国
籍

を
有
す
る
方

■
体
験
談
お
よ
び
個
別
相
談
会

・
日
時

　

10
月
11
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

・
場
所

　

岩
国
市
役
所
４
階
41
会
議
室

（
岩
国
市
今
津
町
１
丁
目
14
‐
51
）

■
募
集
概
要

　

募
集
分
野
や
派
遣
先
な
ど
詳
し

く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。  http://w

w
w

.jica.go.jp/
volunteer/

■
応
募
方
法

　

ウ
ェ
ブ
応
募
と
な
り
ま
す
。
11

月
１
日
㈬
正
午
ま
で
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
応
募
登
録
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課

☎
０
３
（
５
２
２
６
）
９
８
１
３

障
害
者
就
職
面
接
会

■
日
時

　

10
月
20
日
㈮

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

■
場
所

　

山
口
県
柳
井
総
合
庁
舎
２
階

（
柳
井
市
南
町
３
‐
９
‐
３
）

■
主
催

　

厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局
、
柳

井
公
共
職
業
安
定
所

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井
（
柳
井
公

共
職
業
安
定
所
）

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
６
６
１

特　設　人　権　相　談　所
日　　時　10 月 2 日㈪　午前９時 30 分～正午
場　　所　橘総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関する問題
相 談 員  人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　
　　　　　☎０８２０（７７）５５０５
※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

お
知
ら
せ
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お知らせ９月

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
研

修■
周
南
会
場

・
会
場

　

ほ
し
ら
ん
ど
く
だ
ま
つ
（
下
松

市
大
手
町
２
‐
３
‐
１
）

・
日
時

　

10
月
18
日
㈬
、
10
月
23
日
㈪
、

10
月
24
日
㈫
、
施
設
実
習

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
岩
国
会
場

・
会
場

　

岩
国
市
社
会
福
祉
会
館
（
岩
国

市
麻
里
布
町
7
丁
目
1
番
2
号
）

・
日
時　

　

11
月
16
日
㈭
、
11
月
17
日
㈮
、

11
月
18
日
㈯
、
施
設
実
習

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
内
容

　
「
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
介
護
の

補
助
ス
タ
ッ
フ
）」
と
し
て
活
動
す

る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
知
識

と
技
術
を
学
ぶ

■
対
象
者

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
中
高
年
齢

の
方

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

各
50
人
程
度

■
主
催

　

一
般
社
団
法
人
山
口
県
介
護
福

祉
士
会

■
申
込
方
法

　

開
催
初
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
５
４
‐
０
８
９
３

　

山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２

　

一
般
社
団
法
人
山
口
県
介
護
福

祉
士
会

☎
０
８
３
（
９
８
７
）
０
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
３
（
９
８
７
）

０
１
２
４

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

■
日
時

　

10
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

　

柳
井
自
動
車
学
校
（
柳
井
市
柳

井
１
６
９
７
‐
２
）

■
募
集
人
数

　

50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
参
加
料　

無
料

■
参
加
申
込

　

最
寄
り
の
整
備
工
場
ま
た
は
山

口
県
自
動
車
整
備
振
興
会
ま
で

■
そ
の
他

　

会
場
入
口
開
門
は
９
時
以
降
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
に
は
、
粗
品
お
よ
び
小

冊
子
「
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

軽
装
で
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
山
口
県
自
動
車

整
備
振
興
会

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
８
１
２
３

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

■
コ
ー
ス
名

　
「
オ
フ
ィ
ス
実
務
基
礎
科
」

　

パ
ソ
コ
ン
訓
練
（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
他
）

■
会
場

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い

■
訓
練
期
間

　

11
月
７
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月

６
日
㈫
の
月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
（
土
日
祝
、
年
末
年
始
除
く
）

■
応
募
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
備
え
付
け
の

「
入
校
願
」
を
管
轄
安
定
所
に
提
出

■
受
講
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を

行
っ
て
い
る
方
で
、
受
講
指
示
、

受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指
示
を
受

け
ら
れ
る
方

■
応
募
締
切　

９
月
26
日
㈫

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

科
書
代
１
万
６
千
円
程
度
、
資
格

試
験
受
験
料
は
別
途
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井
（
訓
練
担

当
）

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
６
６
１

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て

い
る
人
に
、
動
物
愛
護
と
適
正
な
飼
養
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
12
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

※
雨
天
の
場
合
は
相
談
会
の
み
開
催
し
ま
す
。
大
雨
等
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
多
数
の
場
合
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
お
車
の
移
動
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
場
所

　

農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

（
周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
７
‐
１
）

■
対
象

・
犬
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
人
（
同
伴
可
能
）

・
今
後
、
犬
を
飼
養
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

・
犬
に
興
味
が
あ
る
人

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

【
注
】
犬
の
同
伴
に
つ
い
て
は
次
の
条
件
を
満
た
し
て
く
だ
さ
い

①
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
で
あ
る
こ
と

②
リ
ー
ド
に
繋
ぐ
、
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
等
の
制
御
が
出
来
る
こ
と

■
内
容

　

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
に
つ
い
て
の
実
演
お
よ
び
相
談
会

※
実
演
は
個
人
指
導
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
持
参
物

　

フ
ン
を
処
理
す
る
道
具
（
犬
と
同
伴
さ
れ
る
場
合
）

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
０
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お知らせ９月

～みんなで防犯・交通安全について考えよう～

日時　10 月 19 日 ㈭　　　
　　　午後 1 時 30 分開演（開場：午後０時 30 分）
場所　橘総合センター
入場料　無料
内容　ザ・ポリスターズによる「うそ電話詐欺被
　　　害防止寸劇」、交通安全教室「みんなで楽し
　　　く交通安全を学びましょう」、保育園児によ
　　　るフラダンス、山口県警察音楽隊によるコ
　　　ンサート
共催　柳井広域防犯対策協議会
　　　柳井警察署・周防大島町
問い合わせ　柳井警察署生活安全課
☎０８２０（２３）０１１０

皆さまのご来場をお待ちしています

安全フェスタ in 大島
警 察 音 楽 隊 がや っ て 来 る ！

　素敵な出会いをお探しの方、真剣にお付き合い
したい方を募集します。
日時　１１月１９日㈰　午前１１時～午後４時　
受付　午前１０時３０分から
場所　上関町総合文化センター
参加資格
　〈男性〉20 歳～ 45 歳の独身者で、柳井地域（柳
　　　　井市・周防大島町・上関町・田布施町・
　　　　平生町）にお住まいの方
　〈女性〉20歳～45歳の独身者（住所は問いません）
参加費　男性、女性　各 4,000 円（食事・ドリン
　　　　ク付）
定員　男性、女性　各２０名
内容　上関特産・活き車エビ他　シーフード調理、
手づかみ豪快料理体験
申込締切　１１月１０日㈮
＊応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となり
　ますが、締切前であっても募集を打ち切る場合
　があります。結果につきましては、抽選後ご連
　絡いたします。
主催　柳井地区広域行政連絡協議会
協力　（一社）やまぐち定住促進県民活動ネットワ
　　　ーク
申し込み・問い合わせ
　周防大島町役場政策企画課地域振興班
☎ ０８２０（７４）１００７
＊らくよりドットコムＨＰ（http://rakuyori.com）
　の専用申込フォームで予約してください。

 サザンセト
 カップリングパーティー　参加者募集

橘
図
書
館
ま
つ
り

■
開
催
日　

　

10
月
７
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

第
10
回
図
書
館
ま
つ
り
を
記
念

し
て
、
先
着
百
五
十
名
の
方
に
紅

白
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
宮
本
常
一
生
誕
百
十
年

記
念
に
ち
な
ん
だ
コ
ー
ナ
ー
や
、

こ
の
10
年
を
振
り
返
る
展
示
も
あ

り
ま
す
。

　

図
書
館
カ
フ
ェ
で
は
、
バ
イ
オ

リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
き
き

な
が
ら
心
豊
か
な
時
間
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
お
話
の
会
エ
ン
ジ
ョ
イ
）

　

終
了
後
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

地
球
儀
を
作
り
ま
す
。

・
く
じ
び
き

・
バ
ザ
ー
（
オ
レ
ン
ジ
母
親
ク
ラ

ブ
）

・
雑
誌
・
古
本
市
（
終
日
）

※
不
要
に
な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

（
汚
れ
・
破
損
が
著
し
い
も
の
や
内

容
に
よ
っ
て
は
お
引
き
取
り
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

第
70
回
大
島
美
連
展

　

町
内
の
美
術
愛
好
家
に
よ
り
毎

年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
70
回
記
念
展
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来

観
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
７
日
㈯
～
10
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
10
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
特
別
企
画

①
先
輩
会
員
の
遺
作
等
展
示

②
ミ
ニ
音
楽
会

　

10
月
7
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

　

オ
カ
リ
ナ
同
好
会
き
ん
ぎ
ょ
に

よ
る
演
奏

■
場
所

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
出
品
者　

　

大
島
美
術
連
盟
会
員

　

久
賀
絵
画
教
室
生　

■
展
示
内
容　

　

油
絵
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
版

画
等

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
美
術
連
盟
事
務
局
（
金
元
）

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
１
３
１
７

「
大
島
郡
中
学
校
生
徒
の

主
張
発
表
大
会
」
の
開
催

　

第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
生
徒

の
主
張
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
13
日
㈮

　

午
後
1
時
30
分　

開
会

■
場
所

　

東
和
中
学
校

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
地
区
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
推
進
委
員
会
事
務
局

（
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
お
し
ま
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
０
３
６

in 上 関
催
し
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白
木
山
ハ
イ
キ
ン
グ

記
念
大
会

■
日
時

　

10
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　

地
家
室
～
往
還
道
～
白
木
山
尾

根
～
山
頂
公
園

■
集
合
・
解
散
場
所

　

地
家
室
バ
ス
停
前
の
広
場

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
募
集
人
員　

先
着
１
０
０
名

■
申
し
込
み

　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
て
10
月
５

日
㈭
ま
で
に
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
便
、メ
ー

ル
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

白
木
半
島
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会

■
共
催　

花
の
咲
く
夕
日
の
里
づ

く
り
の
会
、
山
口
県
東
部
海
域
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
会

周
防
大
島
支
部

■
後
援　

周
防
大
島
町

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
９
２
２

　

周
防
大
島
町
沖
家
室
島
４
８
１

白
木
半
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
事
務
局
（
担
当 

長
谷
川
）

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
６
０
４

〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
兼
）〉

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

okikam
uro-jim

u@
sea.icn-tv.

ne.jp

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

～
名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
～

■
日
時

　

10
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
出
演
者

　

上
土
居
宏
予
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

　

塩
井　

京
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　

上
本
笑
美
子
（
ピ
ア
ノ
）

■
場
所

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会

■
後
援　

山
口
県
立
周
防
大
島
高

等
学
校
、
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
０
１
０
０

大
島
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
７

　

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
ま
た
平

素
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

■
お
茶
席
・
音
楽
会

・
期
日

　

10
月
28
日
㈯

・
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
（
和
室
、

ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
）

・
時
間　

お
茶
席　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

音
楽
会　

午
後
1
時
30
分
～
５
時

※
お
茶
席　

　

抹
茶
席
（
お
茶
券
５
０
０
円
）

■
囲
碁
大
会

・
期
日　

10
月
15
日
㈰

・
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

研
修
室
１
・
２

・
時
間　

午
前
10
時
～

■
問
い
合
わ
せ　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
秋
コ
ー
ス
～

●
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
づ
く
り

・
日
時

　

10
月
30
日
㈪

　

午
後
1
時
～
４
時

・
場
所　

大
島
地
区　

実
施
者
宅

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

5
～
6
人

・
募
集
締
め
切
り　

10
月
20
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
少
数
の
場

合
は
開
催
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

ひ
ろ
し
ま
神
楽
の
日

２
０
１
７

　

広
島
が
世
界
に
誇
る
伝
統
芸
能

″
神
楽
〟。
広
島
市
、
三
原
市
、
廿

日
市
市
、
安
芸
高
田
市
、
安
芸
太

田
町
、
北
広
島
町
か
ら
神
楽
団
体

が
集
ま
り
、
各
地
域
に
伝
わ
る
神

楽
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
勇
壮
な
神
楽
ば
や
し
と
華

麗
な
舞
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
今

年
は
、
三
原
市
、
北
広
島
町
の
子

ど
も
神
楽
団
も
出
演
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
″
食
と
酒
〟
ま

ち
起
こ
し
協
議
会
に
よ
る
観
光
物

産
展
を
開
催
し
、
広
島
広
域
都
市

圏
を
代
表
す
る
特
産
品
の
販
売
や

各
市
町
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

●
９
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
～

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
第
1
部　

午
前
10
時
30
分
～

「
悪
魔
払
い
、
折
敷
舞
」「
戻
り
橋 

前
編
」

・
第
２
部　

午
後
１
時
30
分
～

「
御
紙
祇
、
八
重
垣
」「
塵
倫
」

●
10
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
～

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
第
１
部　

午
前
10
時
30
分
～

「
塵
倫
」「
八
幡
」

・
第
２
部　

午
後
１
時
30
分
～

「
土
蜘
蛛
」「
悪
狐
伝
」

■
開
催
場
所

　

広
島
駅
南
口
エ
ー
ル
エ
ー
ル
地

下
広
場

■
神
楽
鑑
賞　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
″
神

楽
〟
ま
ち
起
こ
し
協
議
会
事
務
局

（
安
芸
高
田
市
企
画
振
興
部
政
策

企
画
課
内
）

☎
０
８
２
６
（
４
２
）
５
６
１
２

（
平
日
の
み　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
５
時
）

高
校
生
の
た
め
の
広
島
市
立

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
（
全

３
回
）　

受
講
生
募
集

　

ひ
と
足
早
く
大
学
の
雰
囲
気
を

味
わ
い
、
自
分
の
未
来
を
考
え
る

絶
好
の
機
会
と
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

■
時
間

　

各
回
午
前
10
時
20
分
～
正
午

※
冒
頭
10
分
間
は
広
島
地
域
の
大

学
紹
介

■
会
場

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
（
柳
井

市
柳
井
３
７
１
８
）

■
対
象

　

柳
井
広
域
圏
（
柳
井
市
、
周
防

大
島
町
、
上
関
町
、
田
布
施
町
、

平
生
町
）
に
居
住
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
高
校
生

■
定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
講
座
内
容

●
第
１
回
目　

10
月
14
日
㈯

・
テ
ー
マ　

情
報
科
学
と
サ
ウ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

・
講
師　

情
報
科
学
部　

石
光
俊

介 

教
授

●
第
２
回
目　

10
月
21
日
㈯

・
テ
ー
マ　

な
ぜ
万
人
が
統
計
学
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を
知
る
べ
き
な
の
か
？

・
講
師　

国
際
学
部　

山
根
史
博 

准
教
授

●
第
３
回
目　

10
月
28
日
㈯

・
テ
ー
マ　

芸
術
に
何
が
で
き
る

の
？
そ
こ
か
ら
芸
術
に
よ
る
新
し

い
街
づ
く
り
を
考
え
よ
う
！

・
講
師　

芸
術
学
部　

伊
東
敏
光 

教
授

■
申
込
方
法

　

講
座
案
内
チ
ラ
シ
裏
面
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
講
座
チ
ラ
シ
は
柳
井
広
域
圏
の

高
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
ほ

か
、
柳
井
市
役
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。http://

w
w

w
.city-yanai.jp

・
Ｅ
メ
ー
ル
に
は
受
講
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
・
学
年
を
添
え
て
以
下
の
ア

ド
レ
ス
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

seisakukikaku@
city-yanai.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
市
政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

内
線　

４
７
１

山
⼝
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー

「
再
発
⾒
し
・
⾒
つ
め
・
踏
み
出
す 

知
の
広
場 
～
来
て
い
た
だ
け
る
と

幸
せ
ま
す
～
」

　

山
口
大
学
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
卒
業
生
に
旧
交
を
温
め
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

10 

月
28 

日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所

　

山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
山
口
市
吉
田
１
６
７
７
‐
１
）

■
内
容

　

特
別
講
演
、学
部
企
画
、交
流
会
、

も
ち
ま
き
、
ス
リ
ッ
パ
卓
球 

等

■
参
加
費

　

交
流
会
の
み
（
１
０
０
０
円
、

要
事
前
登
録
９
月
29
日
ま
で
）

■
特
別
講
演

　

日
本
卓
球
協
会
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
数
々
の

国
際
大
会
の
日
本
代
表
選
手
団
に

同
行
し
て
い
る
、
小
笠
博
義 

本
学

医
学
部
附
属
病
院
・
診
療
教
授
に

よ
る
講
演
（
無
料
、
申
込
不
要
）

■
時
間

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
場
所

　

共
通
教
育
棟
１
番
教
室

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
大
学
総
務
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
５
０
１
０

第
53
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会

作
品
募
集

■
展
示
期
間　

　

11
月
11
日
㈯
～
15
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
（
柳
井

市
柳
井
３
７
１
８
）

■
部
門
・
応
募
点
数

・
第
一
部
「
美
術
」　
（
絵
画
・
彫
塑
・

工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
）
各
項
１
人
１

点
（
陶
芸
・
木
工
・
竹
工
・
金
工

は
２
点
ま
で
）

・
第
二
部
「
書
」
１
人
１
点

・
第
三
部
「
写
真
」
１
人
２
点
ま
で

■
応
募
資
格　

　

柳
井
市
お
よ
び
周
辺
（
周
防
大

島
町
な
ど
）
に
居
住
ま
た
は
柳
井

市
内
に
勤
務
・
通
学
す
る
人
、
も

し
く
は
関
係
団
体
に
所
属
し
て
い

る
人
（
中
学
生
以
下
除
く
）

■
出
品
料

　

各
部
・
各
項
ご
と
に
１
人

１
０
０
０
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

■
受
付
・
搬
入
日
時

　

11
月
６
日
㈪

　

正
午
～
午
後
６
時

■
開
会
式
お
よ
び
表
彰
式　

　

11
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
～

※
表
彰
式
後
、
各
部
門
別
に
審
査
員

に
よ
る
作
品
の
解
説
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

開
催
要
項
お
よ
び
出
品
目
録

は
、
柳
井
市
役
所
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

第
53
回
柳
井
市
美
術
展
覧
会
運

営
委
員
会
（
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
内
）　

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

　

内
線
３
３
１

日時　１０月２０日㈮　午後１時３０分～３時
場所　大島文化センター　研修室
定員　２０名
内容　事業者の方に知っておいていただきたい軽
　　　減税率制度のポイントを紹介
講師　柳井税務署調査第一部門　木村統括官
料金　無料
申込期限　１０月１８日㈬
主催　公益社団法人柳井法人会、柳井税務署
申し込み　公益社団法人柳井法人会
☎０８２０（２４）１６２２

平成３１年１０月から
消費税の軽減税率制度が実施されます！

■実施時期はいつなの？

平成３１年１０月１日（消費税率引上げと同時）

軽 減 税 率 制 度 っ て な に？

消費税軽減税率制度説明会のお知らせ
～すべての事業者に影響があります～

■税率はどうなるの？

　標準税率１０％（消費税率 7.8％、地方消費税率 2.2％）
　軽減税率　８％（消費税率 6.24％、地方消費税率 1.76％）

■軽減税率の対象品目は何？

○酒類・外食を除く飲食料品
○週２回以上発行される新聞（定期購読契約に基づくもの）

■日々の業務で対応が必要となること

取扱商品や仕入れ（経費）の適用税率の確認などが
必要です。

■帳簿・請求書等の記載方法

税率を区分して記載するなど、一定の記載事項が加
わります。

■消費税の申告

税率ごとに区分して税額計算を行う必要があります。

日々の取引や経理にどのような影響があるの？

【ポイント☝】軽減税率制度への対応が必要な中小事業
者の方には、レジを導入・改修するための支援措置があ
ります。（申請受付期間は平成 30 年１月 31 日まで）
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久賀・椋野地区において、集中豪雨による土砂災害を想定した防災訓練を実施します。
避難訓練のほか、各種訓練や講習会を予定しています。

【防災訓練の内容】
①土砂災害を想定した避難訓練
②山口県大島防災センター周辺での各種訓練・講習会
・はしご付消防自動車での救出訓練および搭乗体験　・救急救命講習（ＡＥＤの取り扱い講習）
・煙中体験　・炊き出し訓練（参加者の方にカレーをお配りします）等
③消防団久賀支部による訓練

■問い合わせ　総務課消防防災班　☎０８２０（７４）１０００

　今年 4 月に開幕しました、島に輝け★星野哲郎えん歌の里
「ふるさとオーディション」。

　５カ月間にわたって開催されたカラオケオーディションの
予選大会には、総勢 500 名を超える皆さまにご参加いただき、
素晴らしい歌声をご披露いただきました。この予選大会を見
事勝ち抜かれた総勢 20 名の方々による決勝大会が、星野哲
郎先生の誕生日である 9 月 30 日㈯に島のスターを目指して
開催されます。

　当日の司会には周防大島とのご縁の深いタレントの清水国明さんをお迎えして、ユーモア溢れる進行で会場
を盛り上げていただきます。
　また、スペシャルゲストといたしまして、北島三郎さんの従姉妹で三山ひろしさんの師匠としても有名な松
前ひろ子さんを筆頭に、第 58 回日本レコード大賞にて優秀新人賞を受賞された羽山みずきさん、舞踏が織り
成す唯一無二のエンターテイメントでお馴染みの京太郎さんのお三方をお迎えし、歌唱ショーのほか決勝大会
の審査員としてもご参加いただきます。
　なお、当日は観覧いただくすべての方に審査員としてご参加いただきます。得点はカラオケ機器の採点に、
ゲスト審査員のみなさんによる得票、そしてあなたの一票が島のスターを決める一票になります。
　決勝戦には地元周防大島町より勝ち進んだスター候補もいらっしゃ
いますので、当日は応援団として、また審査員としてご来場いただき、
出場される皆さまの素晴らしい歌声をお楽しみください。

【日時】９月 30 日㈯　午後１時から
【会場】橘総合センター（西安下庄）
【司会】清水国明さん
【ゲスト】松前ひろ子さん、羽山みずきさん、京太郎さん
【入場料】2,000 円
【問い合わせ】（一社）周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

島のスターを目指して「ふるさとオーディション」決勝戦！

防 災 訓 練 を 実 施 し ま す
日　時　10 月 29 日㈰　午前８時３０分～正午（小雨決行）

場　所　山口県大島防災センター周辺
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お知らせ９月

　

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
く
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
9
月

10
日
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
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定
め
た
世

界
自
殺
予
防
デ
ー
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。
ま
た
、
日
本
で
は
、
9

月
10
日
か
ら
１
週
間
を
自
殺
予
防
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と
し
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い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
28
年
に
2
万
１
８
９
７
人
の

方
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
1
日
に

約
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も
の
方
が
様
々
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悩
み
に
よ
り
心
理
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に
追
い
込
ま
れ
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末
の
死
で
あ
る
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を
意
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し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
厚
生
労

働
省
が
実
施
し
た
自
殺
対
策
に
関
す
る
意
識
調

査
に
よ
る
と
国
民
の
お
よ
そ
20
人
に
1
人
が
「
最

近
１
年
以
内
に
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
と

回
答
す
る
な
ど
、
自
殺
は
私
た
ち
の
身
近
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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対
策
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援
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タ
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ラ

イ
フ
リ
ン
ク
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清
水
康
之
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と
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「
１
０
０
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実
態
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査
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ら
自
殺
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″
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均

４
つ
〟
の
危
機
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複
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鎖
し
て
起
き

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
介
護
疲

れ
」
と
い
う
一
つ
の
危
機
要
因
な
ら
、
ま
だ
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
他
に
も
「
過
労
」

「
生
活
苦
」「
多
重
債
務
」
等
と
い
っ
た
複
数
の
要

因
が
追
い
被
さ
る
こ
と
で
、
抱
え
き
れ
ず
に
自
殺

と
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う
悲
し
い
選
択
を
し
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し
ま
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ま
す
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分
一
人
で
悩
ま
な
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で
、
誰
か
に
早
め
に
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す
る
こ
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、
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持
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が
楽
に
な
っ
た
り
、
何
か
解
決
策
が
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つ
か
る
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も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
い
う
状
況
に
陥
っ

て
い
る
人
が
「
生
き
る
道
」
を
選
べ
る
よ
う
に
、

身
近
な
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
支
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班
で
は
、
こ
こ
ろ
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

竜崎温泉温水プール指導日
（９月 21 日～ 10 月 20 日）

実施日

９月  21 日㈭、27 日㈬

10 月
４日㈬、５日㈭、11 日㈬、12 日㈭、
18 日㈬、19 日㈭

　65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的
とした水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがありま
す。

◆問い合わせ　
介護保険課　地域包括支援センター

☎０８２０（７３）５５０６

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

山
田　

優
一
郎

　
　
（
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
班
）

い

の

ち

支

え

る

ルーラル  オレンジ・フェスタ
　　　　　　　　　in 周防大島　

　   日時  11 月４日㈯  午前 9 時～午後 3 時
　　■三蒲会場　東三蒲（JA 山口大島三蒲支所）
　　■東和会場　西方（道の駅サザンセトとうわ）

　○協力開催　戸田青空市（ガソリンスタンド斜め前）
　　日時　11 月４日㈯　午前 6 時～午前 9 時 30 分

皆さまのお越しをお待ちしております

山口県知事選挙
平成３０年２月４日（日）投開票

周防大島町選挙管理委員会

選挙日程のお知らせ
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 11 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 11 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 11 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 １ ０ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》
相談内容 実施日 時間

心の健康相談 17 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 27 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

9 月

21 日㈭
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） しまとぴあスカイセンター〉

22 日㈮

23 日㈯
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00 野村医院  ☎７６－００１７〉

24 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00 正木内科医院  ☎７７－００２１〉
安下庄海の市〈10:00 ～ 14:00　橘グリーンパーク横〉

25 日㈪

26 日㈫

27 日㈬
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 久賀健康管理センター〉

28 日㈭
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 久賀健康管理センター〉
育児相談 <10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

29 日㈮

30 日㈯ ふるさとオーディション決勝戦〈13:00 ～  橘総合センター〉

10 月

1 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00 安本医院  ☎７３－０８２２〉

胃がん検診・大腸がん検診【特定健診同時実施】 
〈7:00 ～ 9:00（受付） たちばなケアプラザ〉

2017 サザンセト・ロングライド in やまぐち〈町内一円〉
サザン ･ セト大島オレンジカップ（少年ソフトボール大会）

〈8:00 ～安下庄小学校・安下庄中学校グラウンド〉

2 日㈪ 特設人権相談所〈9:30 ～ 12:00　橘総合センター（西安下庄）〉

3 日㈫
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 久賀健康管理センター〉

4 日㈬
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 椋野公民館〉

5 日㈭

胃がん検診・大腸がん検診 
〈7:00 ～ 9:00（受付） 久賀健康管理センター〉

認知症相談日〈9:00 ～ 16:00　日良居庁舎〉
【問合せ】地域包括支援センター　☎７３－５５０６

6 日㈮

7 日㈯

小児救急講習会〈9:30 ～ 11:30　東和総合センター（平野）〉
橘図書館まつり〈9:30 ～ 12:00　橘総合センター（西安下庄）〉
第 70 回大島美連展

〈9:00 ～ 17:00　久賀総合センター（10 日㈫  15:30 まで〉

8 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00 山中クリニック☎７２－０１５２〉 

ちょび塩の日 PR 活動 
〈9:00 ～ 11:00 中央フード大島店〉

9 日㈪
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00 川口医院  ☎７８－０３０６〉

10 日㈫
ちょびトレ会（当日参加可・参加費無料） 

〈13:30 ～ 15:30  久賀公民館〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎７３－５５０４

11 日㈬

12 日㈭

胃がん検診・大腸がん検診 
〈7:00 ～ 9:00 （受付）東和総合センター〉

犬の飼い方・しつけ方教室
〈農業者健康管理センター　10:00 ～ 11:30〉

13 日㈮
育児相談 <10:00 ～ 11:30 日良居庁舎〉
大島郡中学校生徒の主張発表大会〈13:30 ～  東和中学校〉

14 日㈯

15 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00 野村医院  ☎７６－００１７〉  

第６回町民健康福祉大会〈10:00 ～ 13:00　橘総合センター〉
白木山ハイキング記念大会〈9:00 ～ 15:00  地家室バス停〉

16 日㈪

17 日㈫
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 油宇公民館〉 
育児相談 <10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

18 日㈬
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 油田農村環境改善センター〉

19 日㈭
胃がん検診・大腸がん検診 

〈7:00 ～ 9:00（受付） 和佐公民館〉
安全フェスタ in 周防大島〈13:30 ～　橘総合センター〉

20 日㈮

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 29 年７月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１４ ０ １７

前年比

－９ －１ －１６

物損事故件数

１４７ 前年比 －２７

今月の納期 （普通徴収）
　
　【第３期分】
　
　国民健康保険税　
　介護保険料　　  
　後期高齢者医療保険料 
   　納期限 　 10 月２日㈪

人の動き（９月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，８９７人 （48 人減）

男（日本人） ７，７０６人

女（日本人） ９，０９７人

外国人 ９４人 （1 人増）

世帯数 ９，５１１戸 （33 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生　　3 人
　　転入  　20 人   小計 23 人
減：死亡　  36 人
　　転出　  36 人   小計 72 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　周防大島の玄関口、大島大橋の南詰交差点
にサイン看板が設置され、８月 10 日、椎木町
長がスイッチを押して点灯が始まりました。
　デザインはみかキンみかトトの制作者で浮
島出身のデザイナー新村則人さんによるもの
で、ステンレス製の枠に白いアクリル板をは
め込んでいます。夜間は内蔵の発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）が点灯する仕組みになっており、
青のほか白や紫などに切り替えることができ
ます。
　点灯式で椎木町長は「まちの賑わいにつな
がれば」と期待を込めました。

第６回町民健康福祉大会を開催します

とき　10 月 15 日㈰　午前 10 時～午後１時
ところ　橘総合センター

○マウンテンマウスによるミニコンサート
○橘地区保育園児によるちょび塩ダンス
○健康相談・体験コーナー
○展示・バザーコーナー
○介護食試食コーナー
○減塩みそ汁試食コーナー
○ちょび塩弁当販売　ほか

■問い合わせ　介護保険課  ☎ 0820（73）5506

大島大橋たもとにサイン看板が完成しました

○在宅医療講演会
　「おくすりのこと、相談できますか？」
　講師
　㈱ジェンダーメディカルリサーチ
　　代表取締役社長　宮原　富士子 氏

　★講演会にご来場された先着 400 名の方に
　　減塩グッズ等を差し上げます。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


